




































訳した。記述 形式 「経」 して一庶詞般若波
羅蜜経」
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「産まれさうなのが、それが」といった酋ひ方である 「子亦た井せて命あり」は意味不明。 我レ」の下の「以」 、「子」の上の「以」は意味不明。
「非分に更に差す」は、「無理に代り
を差し出す」こと。「勉」をマヌガル 読むのは、同期の資料に例があり、
「知レ一り｝て
有
ーー〈る）こと
を
憂
芦
、而自ふ雫如マシム
。」
（石山寺本大
方広佛華厳経平安初期点
六八
19/416)。
中期の資料にも例がある。「如来Ii・・・・・済二（ひ｝て
我
が苦ーを、而叫r-l，シメタマフヘカリケリ
累縛ー
を
。（石山寺本法華義疏長保点
五4
/27)マメカラは
マヌカラの誤記。
「夫」のソレはカノと読むぺきである。「夫」をソレと読む
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我レイシ実に是れ畜獣なり。ふ
ぺし。
汝は是レ鹿の身なりと雖も、ぺし。
せ
理を以て之を言はば、
形を以て人とは為ず。
若し能＜慈恵有るは、
獣なりと雖も、
実は是れ人なり。
我れ今日より始めて、
一切の肉を食はじ。
我れ無畏を以て施す
且＜汝が意を安くす可し・といふ。
諸々の鹿は安みすることを得、
王は仁信を得き。
と。
r我イシ」のイは、「鹿王イ」「産まるべきイ
j
のイと同じ
であるが、それに更に強めの助詞シを洗へて、
二煎に弛覇し
てゐる。
現代口語で酋へば
、「自分こそは」と酋ふところで
ある。
全文を口語訳して見る。
．
「私こそは実に獣だ。
人間の頭をした鹿と言ふべきだ。
お前は鹿の身だけれども、
鹿の頭をした人問と言ふべきだ。
ものの道理からすれば、
形の迩ひで人間とはしない。
いつくしん
獣で 、
慈恵の心の有るものは、
形は獣であっても、
実態は
人間である。
（お前から好い話を聞かせてもらった。）
す
名づけて鹿の頭なる人と為名づけて人の頭なる鹿と
い
のは、
文の初めに筐いて、
感動詞のやうに
読む場合に限る。
0王
、
是の言
を聞こしめして、
即ち坐より起ちて、
低を説きて、
c
た
9
言ひしく、
私は今日からさき、
一切の的を食はないことにする。
.』U
私は、皆を怖が せるやうなことはしな
い。お前は安心してよい。」
梵麿達王の決意によって、
鹿たちは命が助かって安心するし、
王
は施に情けをかけて、
信頼を得ることができた。
と言ふ話である。
鹿王物諾は、
釈迦牟尼の前世の話であるから、
現世からすれば
過去の話である。佛典では、
過去の話
をする楊合は、
過去の助動
詞キを用ゐる。
途中では活用語の原形や完了の助動
詞ツ
・ヌを用
ゐることがあっても、
初めと終わりとは、
必ずキを用ゐるのが古
用であ 。
しか
るに、本点
（本文に加えられた訓点）の場合は、「ニ
つの鹿の群を見つ」で始まって、「王は仁信を得き」で終はってゐる。また、
イハク、
オモハク等で引用句を導く場合、
イハク
・
オ
モハクにはト
イフ
・トオモフで、
イヒシク
・オモヒシクにはト
ィヒキ・トオモヒキで、
イハマク
・オモハマクにはトイハム・ト
オモハムで受けて、前後時制を合はせるのが古用である。
しかる
に、
本点の場合、「勅（す）ラく
．．．． 
と．のたまふ。」はよい
が、「脆きて人王に白ししく、・・・・・王厨に供へたてまつらむと•まうす。」「来たりて其の主に白ししく ・
・
濫さずあらし
めた
まへと•まうす。」「鹿王怒りて言ひしく、・・
・・
・辞する
こと得ると・いふ」「鹿王の言ひしく
．．．．． 
何ぞ異ならむと・
"kl 
いふ。
J
「IRiを説きて言ヒしく
．．．． 
汝が意を安くす可しと·い
ふ」等は、
過去に対して現在をもって応じてゐ
る。
前後呼応の乱
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れが多いのは、
第一種点に比ぺて、時代が下ってゐるせゐであら
．うか。
もっとも、
第三種点がすぺてさうだと言ふわ
けではない。
Cいヲ
例へば、
巻第一0の
「優
婆
毯」の物語で
は、「如佛般涅槃の後一
百界｀和二（リ）さ
一
（り）の
比
丘ー
。名
をIi優婆毯とい
ひさ。
」で
始
まっ
て、
f優
婆毯
聞二（さそ是品g―を、
大
（さに）
自
合漸愧-L)さ。
」で
終
は
っ
てゐる
。
また、
「醤如」に引用された「釈迦無文尼佛」の物甜では、「先世
砿し作＿＿（り）て買咤主
1と、
将＿江喝買
人
ーを
、Al-ー（りたまひ）盗瞼難-0処一
に。」で
始
まって、
「放レ（らて）汝を令レめてむ·とイヒシガ去
B
」で
終
は
っ
て
ゐる。
この物語は、
鹿の世界の話ではあるが、
人
間世界の問題として
も、
考へさせられることの多い話である。現代社会に例をとれば、
役所でも、
会社でも、
上司たるものは、
部下に問題が起きて
相
談を受けたら
よく話を朋いて、
解決策を考へてやる。次第によ
っては、
部下の貰任を、
上司が代はってとってやる、
其れぐらゐ
の思ひやりと覚悟が必要だ、
と言ふわけである。
最後に、『三宝絵詞」について、
簡単に触れておかう。
上述し
たのと同じ内容の話が、「三宝
絵詞」にも収められてゐる。「三宝
絵詞
j
は、平安時代中期の永観二年＾九八四＞に、
源為懲が、
冷
泉天品の第二皇女、
尊子内親王の為に也いて差し上げた本で、
既
にご出家になってゐた 親王に、
佛法僧の三宝について、
お話し
申し上げ、
「貴き御心ばへをも励まし、
し．っかなる御心をもお慰
め」しようとしたものである。
ヱコトバと言ふのは、
絵画と文章
との両方から
できてゐたからである
。鹿王の話は、
「上、
仏法」
の九番目に出てくる。作者は、
「智度論」とか「大論」とか言って、
「大智度論」を盛んに引用してゐるが、
「施王」の話については、
なぜか「大智度論」を挙げないで、「六度集経にみえたり」と言ってゐる。
訓読文に比べて文章が軟らかい
のは、「六度集経」を
解読した文章のままでなく、
話の筋を一往頭に入れた上で、
一般
向けに、
自
分の使ひ慣れた文体で苔き直したからだと思はれる。
`‘‘rv`t＾つよし
最後に、
紹介しておきたい本があ
る。
三枝充悪博士の「大智度
論物語」(-九七三・一九七七、
レグレス文庫）である。
二冊出
てゐるが、今はどちらも絶版になって、手に入 ない。
国会団宵
館にでも顆めば、
コピーしてもらへるかもしれない。
三枝博士は、
東大の哲学科のご出身で、ドイツ留学中に 「大智度論
j
の研究で、
ドイツから博士の学位を受けられた学者である。『大智度綸
j
研
究の専門家である。
その三枝他士が「大智度
論」の中の説話を集
めて、
分かりやすく口語訳されたものである。原文と比ぺて見る
と、
原文に忠実に訳してある。
しかし、
残念なことに、
本稿で紹
介した施王の物語は入ってゐない。
三冊目が出たら、
入
っ
たかも
しれないが、健康上の理由から、お出米にならなか やうである。
債考
本稿は、平成十八年十一月九日、岡山市ルネスホールで開かれた、旧制松江高等学校同窓会岡山支部主催の「大坪先生の講義を聴く会」で講演をした原格に加筆したものである。
（おおっぽ
へいじ
岡山大学
名
脊教授）
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